
三
鷹
市
・
三
鷹
市
教
育
委
員
会
・
憲
法
を

記
念
す
る
三
鷹
市
民
の
会
主
催
。

▽
５
月
15
日
—
午
後
１
時
〜
４
時
45
分
（
０

時
30
分
開
場
）
三
鷹
市
公
会
堂
ホ
U
ル
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

▽
午
後
３
時
10
分
か
ら
　

講
師
に
は
市
民
感
覚
を
生
か
し
な
が
ら
、

少
数
派
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
も
自
由
に
生
き

市
で
は
昭
和
55
年
以
来
、
企
画
段
階
か
ら

市
民
参
加
を
得
な
が
ら
協
働
で
憲
法
施
行
記

念
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
25
回
目
を

迎
え
る
今
年
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
吉
永
み
ち
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
映
画
上

映
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国
際
化
推

進
係
ò
内
線
２
１
１
５
・
¿
48
―
１
４
１
９

ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
、
基
本
的
人

権
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が
付
き
ま
す
。

※
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
お
よ
び
保
育
（
２
歳

〜
就
学
前
児
、
先
着
10
人
）
を
ご
希
望
の
方

は
５
月
７
日
–
ま
で
に
企
画
経
営
室
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
午
後
１
時
か
ら

文
化
大
革
命
時
代
の
中
国
を
舞
台
に
、
自

ら
運
命
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
く
少
女
の

成
長
を
２
人
の
青
年
を
通
し
て
描
く
物
語

（
２
０
０
２
年
フ
ラ
ン
ス
映
画
、
中
国
語
、

字
幕
日
本
語
、
110
分
）。

▽
公
会
堂
ホ
ワ
イ
エ
に
て

◆
市
民
団
体
展
示
コ
U
ナ
U

◆
人
権
啓
発
・
行
政
相
談
Ｐ
Ｒ

◆
図
書
紹
介
・
貸
し
出
し
コ
U
ナ
U

◆
ユ
ニ
セ
フ
パ
ネ
ル
展
「
守
ら
れ
て
い
る

の
？
子
ど
も
の
人
権
」（
抜
粋
）
・
「
戦
時

下
の
三
鷹
」
パ
ネ
ル
展
（
抜
粋
）

広報
MITAKA City
Information

今号の紙面から

2

臨時納税窓口を開設

3

緑化センターの移転工事開始

4・5

中・高齢者「健康づくりプログ

ラム（前期）」参加者募集

6

春の骨粗しょう症健診

7

小・中一貫教育

保護者・市民意見交換会を開催

武蔵野三鷹ケーブルテレビ５CH
1日4回放送9:30/14:30/19:30/23:30

●第189回（５月２日～22日放送）
三鷹駅南口駅前広場整備工事／農業公
園で講習会／三木露風の資料が市に寄
贈される

ＦＭむさしの78.2ＭＨｚ
月～金曜日10:20～25放送

毎月第1・3日曜日発行

◇「広報みたか」は再生紙を使用しています

「
美
し
い
ま
ち
」
を
願
う
気
持
ち
は
、

誰
に
も
共
通
で
す
。
と
は
い
え
、「
美

し
さ
」
に
関
す
る
イ
メ
U
ジ
は
、
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。た
と
え
ば
自
然
、

街
並
み
、
景
観
の
美
し
さ
、
ご
み
な
ど

が
な
い
清
潔
さ
な
ど
に
加
え
、
最
近
で

は
、
ま
ち
で
の
心
な
い
「
歩
き
た
ば
こ
」

が
も
た
ら
す
危
険
や
、「
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
」
が
、
ま
ち
の
美
し
さ
を
損
な

う
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
17
日
—
、
府
中
市
の
東
京
自
治

会
館
で
、東
京
都
の
26
市
の
市
長
、13
の

町
村
長
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
オ
U

ル
東
京
市
町
村
共
同
事
業
実
行
本
部
メ

ン
バ
U
が
一
堂
に
会
し
て
、「
喫
煙
マ
ナ

U
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
U
ン
宣
言
」
を
行

い
、
共
同
キ
ャ
ン
ペ
U
ン
を
ス
タ
U
ト

し
ま
し
た
。
当
日
、
市
町
村
長
は
、
協

賛
で
参
加
し
た
区
長
会
の
役
員
で
あ
る

区
長
と
ご
一
緒
に
、
府
中
駅
前
で
喫
煙

マ
ナ
U
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、喫
煙
マ
ナ
U
の
向
上
が
、各

市
町
村
共
通
に
、
優
先
順
位
の
高
い
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、

ま
さ
に
広
域
連
携
の
取
り
組
み
で
す
。

三
鷹
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
、
特
に
駅
前
や
歩
道
で
の
「
歩
き
た

ば
こ
」
や
、
吸
い
殻
・
空
き
缶
等
の
「
ポ

イ
捨
て
」
に
、
強
い
対
応
を
す
べ
き
と

の
意
見
が
、
最
近
は
増
え
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
18
日
と
23
日
に
、
商

工
会
、
商
店
会
、
ゴ
ミ
減
量
等
推
進
員
、

た
ば
こ
販
売
関
係
者
等
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
市
内
で
の
キ
ャ
ン

ペ
U
ン
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

未
成
年
の
喫
煙
防
止
と
喫
煙
マ
ナ
U

の
向
上
が
、「
美
し
い
ま
ち
」
に
と
っ

て
不
可
欠
で
あ
り
、
徹
底
し
た
マ
ナ
U

向
上
は
愛
煙
家
と
そ
う
で
な
い
人
と
の

共
生
を
図
る
た
め
に
も
必
須
で
す
。

「
美
し
い
ま
ち
」
は
、
共
に
三
鷹
を

愛
す
る
他
者
へ
の
、
喫
煙
マ
ナ
U
を
初

め
と
す
る
「
思
い
や
り
」
が
あ
っ
て
こ

そ
実
現
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 三鷹市長

清原　慶子
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風
の
散
歩
道

国
民
的
に
愛
唱
さ
れ
る
童
謡
「
赤
と

ん
ぼ
」
の
作
詞
で
知
ら
れ
、
晩
年
を
三

鷹
で
暮
ら
し
た
詩
人
、
三
木
露
風
の
遺

族
・
三
木
豊
晴
さ
ん
（
牟
礼
四
丁
目：

写
真
右
）
が
こ
の
た
び
１
千
438
点
に
の

ぼ
る
露
風
の
資
料
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

寄
贈
資
料
は
肉
筆
資
料
が
多
く
、
後

半
生
に
書
い
た
詩
稿
、
散
文
、
色
紙
、

書
簡
な
ど
、
異
稿
や
改
稿
の
数
々
が
あ

り
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
遺
族
の
豊
晴

さ
ん
か
ら
資
料
の
寄
贈
を
受
け
て
お

り
、
市
文
化
施
設
な
ど
で
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
部
は
、
露

風
が
校
歌
を
作
詞
し
た
高
山
小
学
校
の

学
校
図
書
館
に
あ
る
三
木
露
風
コ
U
ナ

U
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午
に
見
学
可
）。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て

も
、市
の
所
蔵
品
と
し
て
管
理
保
存
し
、

今
後
、
公
開
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò
２
５

１
７

三
木
露
風
直
筆
の
ノ
ー
ト
な
ど

資
料
１
千
438
点
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

■
映
画

「
小
さ
な
中
国
の
お
針
子
」

■
中
学
生
に
よ
る
朗
読

講
演
に
先
立
っ
て
、
第
六
中
学
校
の
生
徒

が
「
日
本
国
憲
法
」
前
文
と
「
三
鷹
市
に
お

け
る
平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
前

文
を
朗
読
し
ま
す
。

■
催
し
物
コ
ー
ナ
ー

∞吉永みち子さんプロフィル

埼玉県川口市生まれ。1973年、東

京外国語大学卒業後、競馬専門紙

「勝馬」、「日刊ゲンダイ」の記者を

経験。５年の専業主婦生活の後に仕

事に復帰。1985年「気がつけば騎手

の女房」で大宅壮一ノンフィクショ

ン賞を受賞。以後、テレビのコメン

テーター、最近では日弁連市民会議、

郵政行政審議会、地方分権改革推進

会議等、多方面で活躍。作品は「性

同一性障害」（集英社新書）、「母と

娘の四十年戦争」（集英社文庫）、

「女偏地獄」（集英社）、「ボクって邪

魔なの？」（小学館）など多数。

年齢・‚性別・„電話番号・‰メールアド

レス・Â所属・Ê語り合いたい内容を記

入し「〒181―8555三鷹市役所秘書広報課

秘書係」・Ｅメール：hisho@city.mitak

a.tokyo.jpへ申し込む。定員12人（定員

を超えた場合は抽選）。

傍聴をご希望の方は５月10日Ã（必着）

までに、はがきまたはＥメールに「市長

と語り合う会傍聴希望」・上記のfl～‰

を記入して申し込んでください。

≥秘書広報課秘書係ò内線2010

■
講
演
「
自
由
に
、

そ
し
て
平
等
に
生
き
る
」

講
師

吉
永
み
ち
子
さ
ん

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

対象は市民農園・ちびっ子農園・老人

レジャー農園関係者、農業関係者、児童

遊園世話人、公園里親の方

ë５月17日Ã午後７時～９時、市役所３

階第２委員会室で。

�５月10日Ã（必着）までに、はがきま

たはＥメールに「市長と語り合う会参加

希望」、fl住所・‡氏名（ふりがな）・·

●三鷹市長メールマガジン●

三鷹市ホームページ・同携帯

サイトから登録できます。


